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2 0 2 2　令和 4 年　〈中央標準時〉 

初日の出
6時51分（三鷹市）

水星が
東方最大離角

しぶんぎ座
流星群が見ごろ
(最高条件)

今年最遠の満月
(視直径 29.8’)

三鷹電車庫
跨線橋付近から
ダイヤモンド富士

金星が最大光度
（-4.9等）

水星が
西方最大離角

金星と木星の
超大接近

（離角13.8’） みずがめ座η（エータ）流星群が見ごろ

月面Xの出現
19時10分頃

こと座η（エータ）
流星群が見ごろ

明け方に
月と火星と木星

が接近

明け方に
火星と木星が

大接近

水星が
西方最大離角

明け方に
月と金星が接近

国立天文台
チリ観測所発足

10周年

4月こと座流星群
が見ごろ

水星が
東方最大離角

惑星探査機
パイオニア10号
打ち上げ50年

月面Xの出現
16時45分頃

高松塚古墳
（星図の壁画）

発掘50年

金星が
西方最大離角

６月23日（木）水星探査機「みお」が第二回水星スイングバイ予定

木星氷衛星探査機 JUICE 打ち上げ予定

「はやぶさ２」リターンサンプル初期分析結果の公表予定

データ ： 自然科学研究機構 国立天文台、 国際流星機構

太陽からの平均距離
(天文単位 )

太陽からの平均距離

天体の直径

天体の直径

「みたか太陽系ウォーク」
（１３億分の1のスケール）での
距離や大きさ

実物の
距離や大きさ

太陽からの平均距離
（三鷹駅からの距離）

1,071ｍｍ 4ｍｍ 9ｍｍ

12,756ｋｍ

10ｍｍ

0.3871AU

0.5791億km

44.5ｍ

0.7233AU

1.0820億km

83.2ｍ

1.0000AU

1.4960億km

115.1ｍ

6,792ｋｍ

5ｍｍ

1.5237AU

2.2794億km

175.3ｍ

952ｋｍ

2.7668AU

4.1391億km

318.3m

1ｍｍ

142,984ｋｍ

110ｍｍ

5.2026AU

7.7830億km

598.7ｍ

120,536ｋｍ

93ｍｍ

9.5549AU

14.2939億km

1,099.5ｍ

51,118ｋｍ

39ｍｍ

19.2184AU

28.7503億km

2,211.5m

49,528ｋｍ

38ｍｍ

30.1104AU

45.0445億km

3,464.9m

2,390ｋｍ

2ｍｍ

39.5407AU

59.1520億km

4,550.2ｍ

1,392,000ｋｍ 4,880ｋｍ 12,104ｋｍ

太陽から地球までの平均距離を
１天文単位 [AU]とよびます。

3月下旬から5月中旬にかけて、明け方の東天で金星や火星、土星などいくつかの惑星

同士が近づいて見える日があります。

さらに、6月17日から27日には、明け方に月と全７惑星が一度に同じ空に並んで見られ

ます。土星が22時頃に一番乗りで出現した後を追うように、海王星・ 木星・火星・天王

星・金星の順に現れ、最後に水星が明け方3時頃に登場して、東から南の空に全７惑星が

集合します。そのすぐ近くを月が順に通過していきます。

今年の12月中旬以降にも同様に日没後西の空で全７惑星が並んで見られます。

2022年6月下旬

月と全7惑星の大集合

13億分の1のスケール

「みたか太陽系ウォーク」での天体の直径

ⒸNASA

天体写真は姿がわかりやすいよう縮尺を変えています。

Ⓒステラナビゲータ/株式会社アストロアーツ

用語の解説はこちらから↓
みたか太陽系ウォークとは
　
国立天文台のある三鷹市では、 2009 年 （世界天文年） から、

地球の直径が１㎝になる約１３億分の１の縮尺で、 三鷹市全体を太陽系に見立てて、

１１の惑星エリアに分けた市内各所をめぐりながら太陽系を実感するスタンプラリーを行っています。

　
https://www.taiyokei-walk.jp

企画制作 ： みたか太陽系ウォーク　太陽系サポーター

発　　　行 ： ＮＰＯ法人三鷹ネットワーク大学推進機構
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土星  Saturn

天王星  Uranus

天王星  Uranus

海王星  Neptune

海王星  Neptune

冥王星  Pluto

東北東 東 東南東 南南東 南南東

2022年6月24日午前3時半頃の東京の空

すばる（プレアデス星団）すばる（プレアデス星団）
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データ ： 自然科学研究機構 国立天文台、 国際流星機構

用語の解説はこちらから↓
みたか太陽系ウォークとは
　
国立天文台のある三鷹市では、 2009 年 （世界天文年） から、

地球の直径が１㎝になる約１３億分の１の縮尺で、 三鷹市全体を太陽系に見立てて、

１１の惑星エリアに分けた市内各所をめぐりながら太陽系を実感するスタンプラリーを行っています。

　
https://www.taiyokei-walk.jp

スーパームーン
(視直径 33.4')

火星食
24年ぶりに

夜間に見られる

おうし座
南流星群が見ごろ

オリオン座
流星群が見ごろ

皆既月食
天王星食

アインシュタイン
来日100年

三鷹電車庫
跨線橋付近から
ダイヤモンド富士

しし座流星群
が見ごろ

おうし座
北流星群が見ごろ

ペルセウス座
ε（イプシロン）
流星群が見ごろ

マゼラン艦隊
世界一周500年

地球が丸いことを示す

宇宙の日
毛利衛宇宙飛行士
初飛行から30年

皆既日食観測でア
インシュタイン効果
が実証されて100年

はくちょう座
κ（カッパ）

流星群が見ごろ

水星が
東方最大離角

こぐま座流星群
が見ごろ

日の入 16時38分
（三鷹市）

小惑星ミタカが地
球と最接近(約1.71
億km、約13.8等)

「量子論」のニール
ス・ボーアがノーベル
物理学賞受賞100年

最後の月面着陸
から50周年

（アポロ17号）

天文学者ウイリ
アム・ハーシェル

逝去200年

水星が
東方最大離角

みずがめ座δ（デルタ）南流星群

が見ごろ

世界宇宙週間

ペルセウス座流星群

が見ごろ

月面Xの出現
18時40分頃

土星が衝

月面Xの出現
17時20分頃

天王星が衝

伝統的七夕
月面Xの出現
17時15分頃

中秋の名月

海王星が衝

火星が衝

火星が地球と
最接近

月面Xの出現
20時30分頃

ふたご座流星群が見ごろ

木星が衝

十三夜

世界宇宙週間

流星群が見ごろ

10月りゅう座

水星が西方最大離角

2 0 2 2　令和 4 年　〈中央標準時〉 

NASA小惑星探査機サイキ打ち上げ予定 9月29日（木）NASA木星探査機ジュノー、衛星エウロパをフライバイ予定

12月11日（日）NASAの太陽探査機パーカーソーラープローブが
14回目の近日点到達予定

企画制作 ： みたか太陽系ウォーク　太陽系サポーター

発　　　行 ： ＮＰＯ法人三鷹ネットワーク大学推進機構

満月 新月赤字：祝休日　青字：二十四節気・雑節など　黒字：天文現象

地球のすぐ外側をまわる火星は、太陽の周りを約687日

で一周します。約365日で一周する地球の方が速度が速

いため、約２年２ヶ月ごとに火星を追い越します。

このタイミングで地球と火星は接近しますが、火星は地球

よりも離心率の大きい楕円軌道で太陽を回るため、15～

17年ごとに最も近づきます。今回は2018年の接近（約

5,759万km）ほどではありませんが、その距離は約

8,145万 kmで、明るさはマイナス1.9等級です。 全天一

の輝きを放つおおいぬ座シリウスはマイナス1.5等級なの

で、それよりも明るく赤く輝きます。

2022年12月1日

火星の最接近

2022年11月8日

全国で皆既月食・天王星食

ⒸNASA

2022年11月8日の皆既月食

北東 東北東 東

高度50度

高度30度

高度10度

Ⓒステラナビゲータ/株式会社アストロアーツ 国立天文台の画像を元に作成

東南東 南東

東京から見た皆既月食中の月が

天王星を隠す様子。

19時17分　皆既食の始まり

18時09分　月食の始まり

20時42分　皆既食の終わり

21時49分　月食の終わり

火星  Mars

上弦の月（半月）のころに、月面

の地形の凹凸に光が当たってで

きる陰影によって、偶然にＸの文

字が浮かび上がって見えること

を言います。

今年見ごろの日は６回あります

が、小さくて肉眼では確認できな

いので望遠鏡を使って探してみ

てください。

月面Xの出現

地球は太陽光を受けて光っていて、太陽に照らされていない反対側には地球の影

が伸びています。ここを月が通過する時̶つまり、地球によって太陽の光が遮られ

ている領域に入る時、月は暗くなったり欠けたりして見えます。これが「月食」です。

地球の影には中心の暗い部分である「本影」と周りの少し明るい「半影」があり

ます。月食の時、月は半影を横切るように進んでいき、本影に近づくにつれ

て欠けて見えるというわけです。

なお、本影自体に入ると、月は真っ暗になるのではなく赤銅色（暗い

赤）に浮かび上がります。これは、赤い光は波長が長いため、大気

を通過して月面を照らすことができるからです。2022年は、

11月8日に日本全国で皆既月食を観測することができま

す。また、同じ日に月が天王星を隠す「天王星食」も起こ

り、これも同時に観測可能です。
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